
次期「杜の都環境プラン」における環境都市像と施策体系等について（案）

資源循環
都市づくり

自然共生
都市づくり

快適環境
都市づくり

（生物多様性地域戦略）

◆背 景◆

◆重点的な取り組み◆

◆推進のための取り組み◆

✿ 「環境への取り組みが新たな価値を生み、成長を促すまち」を目指します

（仮） 杜の恵みを活かした、持続可能なまち

・環境配慮の指針（市民・事業者・NPO・行政など主体別の指針、地域特性を踏まえた指針）

・市民参加を促すための、情報発信の創意工夫や環境情報のデータベース化

・市民協働による取り組みや、各主体間の交流の推進

・プラン全体の取り組みを牽引する、市の率先行動の推進

近年、環境への取り組みは、企業価値の向上や質の高い生活に
つながるとの考え方が広まっています。
こうした機会を捉え、本市の強みを活かしながら、環境への取

り組みを推進し、あわせて経済の活性化や、心の豊かさ、まちの
品格・風格も向上させ、環境と成長の好循環を生み出すまちを目
指します。
また、仙台を起点として環境価値を広め、杜の都のブランド力

の向上を図ります。

◆分野別施策◆

🍂豊かな森林や里地里山、市街地のみどり、海、源流から下流まで包含する河川など、多様な自然環境を
有しており、それらがつながっている

🍂 大都市でありながら自然に恵まれ、都市と自然のバランスがとれている

🍂市民団体や大学、事業者など、環境づくりに関わる活動経験や専門性を持った多様な主体が存在し、
市民協働により環境課題に取り組んでいる

◆目指す環境都市像◆

■ 本市の強み

■ 環境施策をとりまく動向

🍂 まちづくりの前提となる社会状況の変化（人口減少、少子高齢化の進行、経済規模縮小の恐れなど）

🍂 持続可能な社会に向けた世界の動き（SDGs、パリ協定、ESG投資、プラスチックごみ削減に向けた動きなど）

🍂 環境、社会、経済の課題が密接に関連し、複雑化

✿ 「全ての主体が環境のことを考え、行動するまち」を目指します

持続可能な社会の構築に向けては、一人ひとりが環境に配慮した
アクションを起こすことが重要です。
環境配慮行動が、まち全体の成長につながるという考え方が共有

され、仙台ならではの、環境にやさしいライフスタイル・ビジネス
スタイルが定着したまちを目指します。
また、こうした行動のあり方を「杜の都スタイル」として内外に

発信します。

杜の都
スタイル
の発信！

本市の強みである、多様な自然環境や、自然と調和した都市環
境、そして環境課題に取り組む市民の力を「杜の都」の資源とと
らえ、最大限活かすとともに、地域や人をつなぎ、市域内での循
環を図る持続可能なまちを目指します。

山側
まち

海側

✿ 「『杜の都』の資源が活用され、循環するまち」を目指します

◆ 仙台ならではの、環境にやさしいライフスタイル・ビジネススタイルの定着

◆ 資源の活用と市域内での循環

◆ 仙台を起点とした環境価値の創造・発信

今後の方向性

行動できる人づくり
（環境教育等推進行動計画）

エコロジー体感
プロジェクト

エネルギー循環
プロジェクト

グリーン&クリーン
都市プロジェクト

都心部を中心として、企業や都心を訪れる市民等の環境配慮行動を
促進しながら、経済の活性化や賑わい創出を図り、環境価値を高め、
環境にやさしい魅力的な都市として発信

多様な自然環境や専門性を持った様々な主体の力を活かし、五感
を使って楽しく学べるコンテンツを発掘・発信することにより、

環境配慮行動の輪を広げる

自然の恵みを再生可能エネルギーとして活用するなど、エネルギー
の地産地消や地域資源の循環の仕組みを構築

【取り組みイメージ】

◆新本庁舎を含め、都心部の老朽建築物の更新機会をとらえ、杜の都にふさわしいグリーンビル

ディングなどの環境に配慮した建築物の整備を促進

◆事業者と連携したワンウェイプラスチックの削減や、地元産の木材・農作物等の利用の推進

◆温室効果ガス削減アクションプログラム等を通じた、事業者の環境投資の促進

◆みどりを活用した、歩いて移動したくなる魅力的な都市空間の創出

【取り組みイメージ】

◆森林整備による間伐材や街路樹の剪定枝などの木質バイオマスを、再生可能エネルギーとして活用

持続可能な木材利用の促進等により、多様な機能を有する里地里山の保全・管理を推進

◆事業活動や市民生活における太陽光発電等の再生可能エネルギーや熱エネルギーの有効活用を促進

◆生ごみなどの廃棄物系バイオマスについて、発電や堆肥化等により資源循環を推進

【取り組みイメージ】

◆里地里山や沿岸部の自然、食、文化などの地域資源を活かした体験型エコツアーの推進

◆みどりの空間の活用や、生物多様性と音楽・アートなどの組み合わせによる、にぎわい創出

◆市内各地において、様々な主体と連携した体験型の市民講座の開催や、環境学習の機会を提供

脱炭素
都市づくり

資料 ２（別紙）


